
田
Ｎ
ｕ
ｚ
ｈ
ａ
ｔ
　
ａ
ｌ
志
ミ
斟
　
に

　
　
見
え
る
タ
ブ
リ
ー
ズ
市

井
　
谷
　
鋼
　
造

　
は
じ
め
に

　
三
年
前
本
誌
に
ル
ー
ム
地
方
か
ら
始
め
た
Ｎ
ｕ
ｚ
ｈ
ａ
ｔ
　
ａ
ｌ
心
ミ
呑

地
理
編
の
翻
脂
、
ア
ル
メ
ニ
ア
と
ジ
ャ
ズ
ィ
ー
ラ
、
ア
ゼ
ル
バ

イ
ジ
ャ
ン
周
辺
の
諸
地
方
を
経
て
い
よ
い
よ
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン

の
本
地
に
至
っ
た
。
史
料
本
来
の
配
列
を
無
視
し
て
ル
ー
ム
地
方

　
（
‐
小
ア
ジ
ア
、
ア
ナ
ト
リ
ア
）
か
ら
翻
訳
を
始
め
た
の
は
筆
者

の
専
門
分
野
が
空
間
的
に
ル
ー
ム
地
方
で
あ
り
、
そ
こ
に
最
も
歴

史
的
関
心
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
も
と
も
と
Ｎ
ｕ
ｚ
ｈ
ａ
ｔ

ａ
ｌ
^
Ｑ
ミ
回
　
が
著
さ
れ
た
西
暦
一
四
世
紀
前
半
の
イ
ラ
ン
を
中
心

と
す
る
西
ア
ジ
ア
世
界
で
は
衰
え
た
り
と
は
い
え
、
モ
ン
ゴ
ル
人

の
政
権
、
イ
ル
ハ
ン
国
が
そ
の
支
配
勢
力
で
あ
り
、
そ
の
政
権
の

中
心
部
た
る
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
以
東
の
地
域
よ
り
見
れ
ば
、
ル

ー
ム
地
方
は
そ
の
一
西
方
辺
境
を
な
す
に
過
ぎ
な
い
。

　
一
九
九
〇
年
初
頭
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
内
で
の
民
族
対
立
の
焦
点

と
な
り
、
連
邦
政
府
の
軍
事
介
入
を
招
い
て
世
界
の
耳
目
を
そ
ば

だ
た
せ
た
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
と
い
う
地
名
は
ま
だ
我
々
の
記
憶

に
新
し
い
が
、
現
在
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
領
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
は
本

稿
で
い
う
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
に
は
含
ま
れ
ず
、
む
し
ろ
か
つ
で

の
シ
ル
ヴ
ァ
ー
ン
や
ア
ッ
ラ
ー
ン
等
昨
年
筆
者
が
翻
訳
し
た
ア
ゼ

ル
バ
イ
ジ
４
　
ン
北
方
の
諸
地
方
に
当
た
る
。
歴
史
的
、
伝
統
的
に

ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
北
境
は
ア
ラ
ス
河
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
北

の
地
域
は
、
河
南
の
ム
ー
ガ
ー
ン
を
例
外
と
し
て
（
そ
れ
も
常
に

で
は
な
い
）
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
と
呼
ば
れ
る
事
は
な
か
っ
≒

ま
し
て
や
、
ム
ー
ガ
ー
ン
よ
り
遥
か
北
方
、
か
つ
て
は
シ
ル
ヴ
ァ

ー
ン
と
呼
ば
れ
て
い
た
地
方
に
あ
る
現
在
の
バ
タ
ー
（
昨
年
の
翻

訳
中
の
「
バ
ー
ク
ー
ヤ
」
に
当
た
る
）
を
首
都
と
す
る
ソ
ヴ
ィ
エ

ト
頷
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
が
歴
史
的
に
「
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ

ャ
ン
」
と
呼
ば
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
な
い
の
で
あ
る
。

現
在
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
頷
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
が
「
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ

ャ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
所
以
は
特
に
二
二
世
紀
以
降
が
っ
て
の
ア
ゼ

ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
北
方
の
諸
地
方
が
民
族
的
、
文
化
的
に
ア
ゼ
ル
バ

イ
ジ
ャ
ン
本
地
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
結
果
的
に
ア
ゼ
ル
バ
イ

ジ
ャ
ン
の
呼
称
が
そ
の
北
方
諸
地
方
に
も
広
ま
り
、
適
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
具
体
的
に
い
え
ば
現
在
の

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
領
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
も
イ
ラ
ン
領
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
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ヤ
ン
も
と
も
に
住
民
の
大
多
数
は
ト
ル
コ
系
の
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ

ン
人
で
あ
り
、
ト
ル
コ
語
の
一
方
言
で
あ
る
所
謂
ア
ゼ
リ
ー
語
を

話
し
、
し
か
も
宗
教
的
に
イ
ラ
ン
と
同
じ
イ
ス
ラ
ー
ム
教
シ
ー
ア

派
に
属
す
る
事
で
共
通
し
て
い
る
。

　
さ
て
本
稿
で
は
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
地
方
の
中
心
都
市
タ
ブ
リ

ー
ズ
市
に
関
す
る
Ｎ
ｕ
ｚ
ｈ
ａ
ｔ
　
ａ
ｌ
志
ミ
回
の
記
述
を
翻
訳
す
斜
）

ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
記
事
全
体
を
翻
訳
す
る
の
は
そ
の
訳
注
と

併
せ
て
余
り
に
長
大
と
な
り
す
ぎ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
イ

ル
ハ
ン
国
支
配
下
の
タ
ブ
リ
ー
ズ
は
訳
文
中
に
も
現
れ
る
よ
う
に

そ
の
国
都
と
な
り
、
市
の
重
要
性
は
そ
れ
以
前
の
時
代
と
比
べ
て

格
段
に
大
き
な
も
の
と
な
っ
た
。
イ
ル
ハ
ン
国
以
前
タ
ブ
リ
ー
ズ

は
二
Ｉ
世
紀
後
半
に
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
を
支
配
す
る
一
地
方
政

権
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
ー
ア
タ
ベ
グ
朝
の
首
部
と
な
っ
て
い
た

に
す
ぎ
な
い
が
、
イ
ル
ハ
ン
国
時
代
に
一
躍
西
は
ル
ー
ム
か
ら
東

は
ア
ム
河
ま
で
広
大
な
地
域
を
支
配
す
る
モ
ン
ゴ
ル
人
政
権
の
首

都
と
な
り
、
そ
の
後
の
ジ
ャ
ラ
イ
ル
朝
、
テ
ィ
ー
ム
ー
ル
朝
時
代

は
そ
の
重
要
都
市
と
し
て
、
続
く
カ
ラ
コ
ユ
ン
ル
（
黒
羊
）
朝
、

ア
ク
コ
ユ
ン
ル
（
白
羊
）
朝
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
初
期
に
は
再
び

首
都
と
し
て
機
能
し
た
。
Ｎ
ｕ
ｚ
ｈ
ａ
ｔ
中
の
記
述
も
タ
ブ
リ
ー
ズ
に

つ
い
て
は
、
以
下
に
訳
出
す
る
よ
う
に
、
イ
ル
ハ
ン
国
全
体
の
国

都
と
し
て
、
他
の
都
市
に
は
見
ら
れ
な
い
ほ
ど
長
く
、
詳
細
な
ら

の
で
あ
る
。

　
本
稿
の
翻
訳
に
使
用
し
た
ペ
ル
シ
ア
語
テ
ク
ス
ト
は
ｉ
ｊ
ｅ
　
ｂ
ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ

校
訂
本
七
五
－
八
〇
頁
で
あ
り
、
Ｄ
ａ
ｂ
ｉ
ｒ
-
ｂ
ｉ
ｙ
ａ
仏
校
訂
本
八
五
－

九
一
頁
を
参
照
し
た
。
ま
た
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
Ｌ
ｅ
　
ｓ
ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ

の
英
訳
（
七
八
－
八
三
頁
）
以
外
に
I
.
　
ｐ
.
　
Ｐ
ｅ
ｔ
ｒ
ｕ
ｓ
ｈ
ｅ
ｖ
ｓ
ｋ
ｙ
に
よ

る
ロ
シ
ア
語
訳
か
お
り
Ｚ
.
　
Ｍ
.
　
Ｂ
ｕ
ｎ
ｉ
ｙ
ａ
ｔ
ｏ
ｖ
が
に
ｂ
ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ
の
英

訳
に
基
づ
い
て
そ
れ
を
補
訂
し
て
い
る
。
Ｎ
ｕ
ｚ
ｈ
ａ
ｔ
　
ａ
ｈ
Ｏ
ｕ
l
ｕ
ｂ

（
m
a
ｔ
ｅ
ｒ
i
a
l
i
　
ｎ
ｏ
　
Ａ
ｚ
ｅ
ｒ
ｂ
ａ
ｙ
ｄ
ｊ
ａ
ｎ
ｕ
)
｡
　
Ｂ
ａ
ｋ
ｕ
｡
　
１
９
８
３
.
３
５
^
６
５
頁
。

本
稿
に
現
れ
た
タ
ブ
リ
ー
ズ
近
郊
の
諸
地
区
の
名
称
や
所
在
地
に

つ
い
て
は
、
｛
｝
〇
ｒ
ｏ
ｔ
ｈ
ｅ
ａ
　
Ｋ
ｒ
ａ
w
ｕ
ｌ
ｓ
ｋ
ｙ
｡
-
　
Ｉ
ｒ
ａ
ｎ
も
ａ
ｓ
　
Ｒ
ｅ
ｉ
ｃ
ｈ
　
ｄ
ｅ
ｒ

１１
１
ｆ
ｉ
ａ
ｎ
ｅ
.
Ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
　
ｔ
ｏ
ｐ
ｏ
ｇ
ｒ
ａ
ｐ
ｈ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｒ
ｈ
ｉ
ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｓ
ｔ
ｕ
c
J
i
e
｡

Ｗ
ｉ
ｅ
ｓ
ｂ
ａ
ｄ
ｅ
ｎ
｡

こ
７
８
.
を
参
照
し
た
。
訳
注
の
中
で
は
戸
戸
と
略
。
タ
ラ
ブ
ル

ス
牛
１
に
よ
り
読
み
方
と
所
在
地
が
示
さ
れ
て
い
る
地
名
に
は
訳

文
中
叫
の
印
を
付
し
た
。
ま
た
、
本
稿
中
に
現
れ
る
人
名
に
つ
い

て
は
、
Ｎ
ｕ
ｚ
ｈ
ａ
ｔ
の
著
者
Ｈ
ａ
ｍ
ｄ
　
ａ
ｌ
-
Ａ
ｌ
ｌ
ａ
ｈ
　
Ｍ
ｕ
ｓ
ｔ
ａ
w
ｆ
ｉ
　
の
別
著

り
『
乱
弥
-
I
　
Ｇ
ｕ
ｚ
ｉ
ｄ
ａ
の
記
述
を
参
照
し
た
。
そ
の
テ
ク
ス
ト
は
'
Ａ
ｂ
ｄ

ａ
ｌ
-
Ｈ
ｕ
ｓ
ａ
ｙ
ｎ
　
Ｎ
ａ
w
ａ
'
i
　
の
校
訂
に
よ
り
、
ヒ
ジ
ラ
太
陽
暦
一
三
三
九

年
テ
ヘ
ラ
ン
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
訳
注
の
中
で
は
司

・
Ｉ

と
略
。
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Ｎ
ｕ
ｚ
ｈ
ａ
ｔ
か
ら
の
翻
訳

△
第
三
章
　
ア
ー
ザ
ル
バ
ー
イ
ジ
ャ
ー
ン
の
諸
都
市
（
即
）
麗
）
に

つ
い
て
▽

　
そ
れ
は
八
の
ト
ウ
ー
マ
ー
ン
か
ら
な
り
、
二
七
の
町
か
お
る
。

そ
の
大
部
分
の
気
候
は
寒
冷
な
方
で
、
穏
和
な
と
こ
ろ
は
少
な
い
。

そ
の
境
界
は
イ
ラ
ー
ク
ー
ア
ジ
ャ
ム
、
ム
ー
ガ
ー
ン
、
グ
ル
ジ
ス

タ
ー
ン
、
ア
ル
マ
ン
、
ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ー
ン
に
接
す
る
。
そ
の
東

西
は
マ
ー
ク
ー
ヤ
Ｍ
ａ
ｋ
ｕ
ｉ
'
ａ
　
-
ｒ
ら
ハ
ル
ハ
ー
ル
Ｋ
ｈ
ａ
ｌ
ｋ
ｈ
ａ
ｌ
ま
で

九
五
フ
ァ
ル
サ
ン
グ
、
そ
の
南
北
は
バ
ー
ジ
ャ
ル
ヴ
ァ
ー
ン
か
ら

ス
ィ
ー
ナ
ー
山
内
呂
ニ
固
乱
　
ま
で
五
五
フ
ァ
ル
サ
ン
グ
で
あ
る
。

ア
ー
ザ
ル
バ
ー
イ
ジ
ャ
ー
ン
の
国
都
石
ａ
ｒ
　
a
l
-
Ｍ
三
｛
｝
は
か
つ
て

了
フ
ー
ガ
Ｍ
ａ
ｒ
箭
ｈ
ａ
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
タ
ブ
リ
ー
ズ
弓
呂
哨
ｙ

の
町
で
あ
る
。
そ
れ
は
イ
上
フ
ー
ン
の
諸
都
市
で
最
も
素
晴
ら
し

く
、
大
き
な
も
の
で
あ
る
。
ア
ー
ザ
ル
バ
ー
イ
ジ
ャ
ー
ン
の
徴
税

額
は
セ
ル
ジ
ュ
ク
朝
と
ア
タ
ベ
グ
た
ち
の
時
代
に
は
、
今
時
の
約

二
〇
〇
〇
ト
ゥ
ー
マ
ー
ン
で
あ
っ
た
。
タ
ブ
リ
ー
ズ
の
ト
ウ
ー
マ

ー
ン
に
は
三
つ
の
町
か
お
る
。

　
タ
ブ
リ
ー
ズ
　
第
四
気
候
帯
に
属
す
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
の
町
で

あ
る
゜
イ
ー
ラ
ー
ン
の
　
１
イ
ス
ラ
ー
ム
の
円
蓋
」
応
ｕ
ｂ
ｂ
ａ
　
a
l
-
回
゛
八
『

で
あ
る
。
そ
の
経
度
は
永
遠
諸
島
よ
り
八
二
度
、
緯
度
は
赤
道
よ

り
三
八
度
で
あ
る
。
ハ
リ
ー
フ
ァ
、
ハ
ー
ル
ー
ヌ
ッ
ラ
シ
ー
ド
の

妻
ズ
バ
イ
ダ
ー
ハ
ー
ト
ゥ
ー
ン
ー
ア
ご
フ
ー
が
二
人
に
慈
悲
を
垂

れ
る
よ
う
に
Ｉ
が
一
七
五
（
西
暦
七
九
一
／
二
）
年
に
造
ら
せ
た
。

六
九
年
後
の
二
四
四
（
八
五
八
／
九
）
年
、
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
の
ハ

リ
ー
フ
ァ
、
ム
タ
ヴ
ァ
ッ
キ
ル
の
時
代
に
地
震
で
倒
壊
し
た
。
ハ

リ
ー
フ
ァ
は
町
を
再
建
し
た
。
一
九
〇
年
後
、
四
三
四
年
サ
フ
ァ

ル
月
一
四
日
（
一
〇
四
二
・
一
〇
・
三
）
再
び
地
震
に
よ
り
全
面

的
に
倒
壊
し
た
。
カ
ー
デ
ィ
ー
、
ル
ク
ヌ
ッ
デ
ィ
ー
ン
ー
ホ
ー
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

１
Ｒ
ｕ
ｋ
ｎ
　
a
l
-
Ｄ
ｉ
ｎ
　
Ｋ
ｈ
ｕ
ｙ
i
の
M
a
i
m
d
　
　
　
Ａ
ｒ
ｂ
ａ
ｂ
　
ａ
ｌ
-
M
ミ
ｋ
に
は

次
の
よ
う
に
出
て
く
る
。
「
そ
の
時
そ
こ
に
は
ア
ブ
ー
・
タ
ー
ヒ

ル
ー
ム
ナ
ッ
ジ
ム
ー
シ
ー
ラ
ー
ズ
ィ
ー
ン
冨
Ｔ
ａ
ｈ
ｉ
ｒ
　
Ｍ
ｕ
n
a
j
i
i
m

S
h
i
ｒ
ａ
ｚ
ｌ
と
い
う
占
星
家
が
い
た
。
彼
は
某
夜
そ
の
町
は
地
震
で

倒
壊
す
る
と
予
告
し
、
統
治
者
た
ち
(
ｈ
ｕ
ｋ
ｋ
ａ
ｍ
）
は
崩
れ
た
土
の

下
敷
き
に
な
っ
て
命
を
失
わ
な
い
よ
う
、
人
々
を
町
の
外
の
草
原

に
連
れ
だ
し
た
。
そ
の
予
告
は
的
中
し
、
町
は
そ
の
夜
全
面
的
に

倒
壊
し
、
約
四
〇
〇
〇
〇
人
が
そ
の
地
震
に
よ
り
命
を
失
っ
た
ほ

ど
で
あ
っ
た
。
ハ
リ
ー
フ
て
カ
ー
イ
ム
に
よ
っ
て
そ
の
地
の
統

治
者
と
さ
れ
て
い
た
ア
ミ
ー
ル
、
ヴ
ァ
フ
ス
ー
ダ
ー
ン
≒
フ
ン
・

ム
ハ
ン
マ
ド
’
ビ
ン
こ
フ
ッ
ヴ
ァ
ー
ド
’
ア
ズ
デ
ィ
ー
Ｗ
ａ
ｈ
ｓ
ｕ
ｄ
ａ
ｎ

ｂ
.
　
Ｍ
ｕ
ｈ
ａ
ヨ
ヨ
乱
ド
つ
゛
ミ
ミ
回
尹
吋
叫
（
浪
四
三
五
二
〇
四

三
／
四
）
年
上
述
の
占
星
家
に
選
ば
せ
て
、
鰍
座
の
上
昇
時
に
タ

ブ
リ
ー
ズ
建
設
の
基
礎
を
置
い
た
。
上
述
の
占
星
家
は
洪
水
の
恐
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れ
は
あ
っ
て
も
、
今
後
タ
ブ
リ
ー
ズ
が
地
震
に
よ
り
倒
壊
す
る
こ

と
が
な
い
よ
う
に
努
め
た
」
と
。
そ
の
後
現
在
ま
で
三
〇
〇
年
タ

ブ
リ
ー
ズ
で
は
そ
の
予
告
が
的
中
し
て
き
て
ぃ

に
０
８
）
こ
の
町
で
地

震
が
多
く
起
こ
っ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
き
く
倒
壊
す
る

こ
と
が
な
か
っ
た
の
は
、
今
や
そ
の
地
中
に
多
く
の
カ
ナ
ー
ト

（
ｑ
ａ
ｎ
ａ
w
ａ
ｔ
）
が
開
削
さ
れ
、
井
戸
が
掘
ら
れ
、
地
中
の
通
路
が
開

か
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
蒸
気
は
強
い
力
を
出
せ
ず
、

激
甚
な
る
地
震
が
起
こ
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
タ
ブ
リ
ー
ズ
の
囲
壁
の
周
は
六
〇
〇
〇
歩
で
あ
り
、
一
〇
の
門

が
あ
る
。
ラ
イ
Ｋ
ａ
ｙ
ｙ
、
カ
ル
ア
応
昨
夕
、
サ
ン
ジ
ャ
ー
ラ
ー
ン

Ｓ
ａ
ｎ
ｉ
ａ
ｒ
ａ
ｎ
'
ダ
ー
ク
｛
習
、
グ
ル
ー
プ
｛
｝
旨
呂
、
ジ
ュ
ー
イ
ー
サ

ル
ド
Ｊ
ｕ
-
ｙ
i
　
Ｓ
ａ
ｒ
ｄ
、
ダ
ル
ー
ダ
ス
テ
ィ
ー
’
シ
ャ
ー
フ
［
］
回
Ｄ
ａ
ｓ
ｔ
ｉ

Ｓ
ｈ
ａ
ｈ
　
、
ナ
ー
ル
ミ
ヤ
ー
ン
Ｚ
習
日
々
習
、
ナ
ウ
バ
ラ
Ｚ
Ｑ
Ｓ
回
気

マ
ウ
キ
ラ
罵
帥
だ
巴
に
が
そ
の
名
で
あ

ら
０
９
）
モ
ン
ゴ
ル
＾
Ｋ
゛
俘
巳
時

代
そ
の
町
は
国
都
と
な
っ
た
の
で
、
多
数
の
人
々
が
そ
こ
に
集
ま

り
、
町
の
〔
囲
壁
の
〕
外
に
も
人
が
住
む
よ
う
に
な
り
、
各
門
の

と
こ
ろ
に
は
本
来
の
町
よ
り
も
多
く
の
人
が
住
む
よ
う
に
な
っ
た
。

ガ
ー
ザ
ー
ン
ー
ハ
ン
は
全
て
の
園
林
、
人
の
住
む
地
と
村
々
、
ヴ

ァ
リ
ヤ
ー
ン
ー
ク
ー
フ
W
a
l
i
ｙ
ａ
ｎ
　
Ｋ
ｕ
ｈ
と
サ
ン
ジ
ャ
ー
ラ
ー
ン

ま
で
そ
の
中
に
入
る
よ
う
に
壁
を
統
ら
そ
う
と
し
た
が
、
そ
の
死

に
よ
り
完
成
を
見
な
か
っ
た
。
ガ
ー
ザ
ー
ン
の
囲
壁
の
周
は
二
五

○
○
○
歩
で
あ
り
、
六
つ
の
門
か
お
る
。
ウ
ー
ジ
ャ
ー
ン
ヨ
回
、

ア
ハ
ル
か
呂
、
シ
ル
ヴ
ァ
ー
ン
、
サ
ル
ド
ル
ー
ド
Ｓ
ａ
ｒ
ｄ
ｒ
Ｑ
ｄ
㈲
、

ジ
ャ
ー
ム
Ｓ
ｈ
ａ
ｍ
　
＊
、
サ
ラ
ー
ヴ
ル
ー
ド
Ｓ
ａ
ｒ
ａ
w
ｒ
Ｑ
ｄ
困
が
そ
の

名
で
あ
る
。

　
タ
ブ
リ
ー
ズ
の
町
の
下
手
、
ガ
ー
ザ
ー
ン
の
囲
壁
の
外
、
ジ
ャ
ー
ム

と
呼
ば
れ
る
場
所
に
ガ
ー
ザ
ー
ン
六
ン
は
小
さ
な
町
（
§
当
ｇ
回
）

を
造
ら
せ
、
自
ら
の
墓
所
(
ｋ
ｈ
w
ａ
ｂ
ｇ
ａ
ｈ
）
と
し
て
全
イ
土
フ
ー
ン

中
に
例
の
な
い
ほ
ど
の
高
い
建
物
を
そ
こ
に
造
ら
せ
た
。
町
の
上

手
に
は
幸
運
な
る
宰
相
、
フ
ヴ
ァ
ー
ジ
ャ
、
ラ
シ
ー
ド
ゥ
ッ
デ
ィ

ー
ン
ー
そ
の
墓
上
が
清
め
ら
れ
る
よ
う
に
Ｉ
が
ガ
ー
ザ
ー
ン
の
囲

壁
の
内
、
ヴ
ァ
リ
ヤ
ー
ン
ー
ク
ー
フ
の
地
に
も
う
一
つ
の
小
さ
な

町
を
造
ら
せ
、
そ
れ
を
ラ
シ
ー
ド
区
Ｒ
ａ
ｂ
-
1
　
Ｒ
ａ
ｓ
ｈ
ｒ
d
i
　
と
名
付

け
、
そ
こ
に
多
く
の
高
い
建
物
を
造
ら
せ
た
。
彼
の
子
息
で

宰
相
、
ギ
ヤ
ー
ス
ッ
デ
ィ
ー
ン
ー
ア
ミ
ー
ル
ー
ム
ハ
ン
マ
ド
’

ラ
シ
ー
デ
ィ
ー
ー
そ
の
墓
上
が
清
め
ら
れ
る
よ
う
に
Ｉ
は
そ
こ
に

多
く
の
建
物
を
付
加
し
た
。
宰
相
、
フ
ヴ
ァ
ー
ジ
ャ
、
タ
ー
ジ
ュ

ッ
デ
ィ
ー
ン
ー
ア
リ
ー
シ
ャ
ー
フ
ー
ジ
ー
ラ
ー
ニ
ー
は
タ
ブ
リ
ー
ズ

の
ナ
ー
ル
ミ
ヤ
ー
ン
区
（
日
当
巴
に
）
　
の
外
に
そ
の
中
庭
が
二
五

○
ガ
ズ
×
二
〇
〇
ガ
ズ
も
あ
る
大
き
な
集
会
マ
ス
ジ
ド
を
造
ら
せ
、

そ
こ
に
マ
ダ
ー
イ
ン
　
（
Ｈ
ク
テ
ス
ィ
フ
ォ
ン
）
の
イ
ー
ヴ
ァ
ー
ン
ー

キ
ス
ラ
ー
よ
り
も
大
き
な
屋
根
付
き
の
イ
ー
ヴ
ァ
ー
ン
（
雀
「
に
」

-129-



を
造
ら
せ
た
が
、
そ
の
建
造
を
急
い
だ
た
め
に
落
下
し
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
マ
ス
ジ
ド
に
は
様
々
の
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
、
大
理
石
が

ふ
ん
だ
ん
に
用
い
ら
れ
、
そ
れ
を
説
明
す
る
に
は
多
く
の
時
間
か

必
要
で
あ
る
。
今
や
タ
ブ
リ
ー
ズ
と
こ
の
二
つ
の
小
さ
な
町
に
あ

る
高
く
、
良
い
建
物
は
全
イ
ー
ラ
ー
ン
中
に
も
見
あ
た
ら
な
い
ほ

ど
で
あ
る
。

　
タ
ブ
リ
ー
ズ
の
町
に
は
園
林
が
多
い
。
サ
ハ
ン
ド
Ｓ
ａ
ｈ
ａ
乱
山

か
ら
来
る
ミ
フ
ラ
ー
ン
ル
ー
^
　
Ｍ
ｉ
ｈ
ｒ
ａ
ｎ
ｒ
ｕ
ｄ
　
と
富
裕
な
者
達
が

開
削
さ
せ
た
九
〇
〇
余
本
の
カ
ー
リ
ー
ズ
の
水
が
そ
の
園
林
で
消

費
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
ま
だ
充
分
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の

カ
ー
リ
ー
ズ
や
河
の
水
は
、
ラ
イ
門
の
ザ
ー
ヒ
ド
ー
カ
ー
リ
ー
ズ

Ｚ
ａ
ｈ
ｉ
ｄ
、
ナ
ー
ル
ミ
ヤ
ー
ン
門
の
ザ
ア
フ
ァ
ラ
ー
ニ
ー
・
カ
ー
リ

ー
ズ
Ｎ
ａ
'
　
ｆ
ａ
ｒ
ａ
ｎ
ｉ
、
升
六
杯
ま
で
は
鼓
４
　
絹
ラ
シ
ー
デ
ィ
ー
・
カ

ー
リ
ー
ズ
Ｒ
ａ
ｓ
ｈ
ｉ
ｄ
ｉ
の
六
分
の
二
〔
の
取
水
量
〕
を
除
い
て
す
べ

て
私
４
　
心
あ
る
。
タ
ブ
リ
ー
ズ
の
気
候
は
寒
冷
な
方
で
あ
る
。
そ

の
水
は
消
化
に
良
い
。
河
の
水
は
カ
ー
リ
ー
ズ
よ
り
良
く
、
カ
ー

リ
ー
ズ
は
井
戸
よ
り
良
い
。
タ
ブ
リ
ー
ズ
で
は
井
戸
は
三
〇
ガ
ズ

内
外
で
水
に
届
く
。
シ
ャ
ー
ム
で
は
Ｉ
〇
ガ
ズ
で
届
く
。
ラ
シ
ー

ド
区
で
は
七
〇
ガ
ズ
を
越
え
る
。

　
そ
の
産
物
は
穀
物
と
そ
の
他
の
穀
類
や
野
菜
が
よ
く
出
来
る
。

そ
の
果
物
は
極
め
て
良
質
で
、
豊
富
で
、
安
価
で
あ
る
。
特
に

t
ｕ
ｋ
ｈ
ヨ
ム
Ｋ
ｈ
ａ
ｌ
ａ
ｆ
と
パ
イ
ガ
ム
バ
リ
ー
梨
ｓ
ａ
ｌ
ａ
ｔ
i
の
林
檎
、

フ
ル
ヴ
ァ
ー
ニ
ー
コ
氏
だ
習
↓
と
ｔ
ｕ
ｋ
ｈ
ﾖ
-
1
　
Ａ
ｈ
ヨ
乱
の
杏
、
ラ
ー

ズ
ィ
キ
１
　
Ｒ
ａ
ｚ
ｉ
ｑ
ｌ
　
と
マ
リ
キ
ー
　
Ｍ
ａ
ｌ
ｉ
ｋ
ｉ
　
と
タ
バ
ル
ザ
ド

ぜ
回
回
乱

（
示
小
さ
な
萄
葡
、
マ
ジ
ド
ゥ
ッ
デ
ィ
ー
ニ
ー
Ｍ
ａ
ｉ
ｄ

ａ
ｌ
-
Ｄ
ｉ
ｎ
ｔ
と
ヤ
ー
ク
ー
テ
ィ
ベ
忿
回
↓
と
マ
リ
牛
１
の
メ
ロ
ン
、

黄
色
い
李
は
こ
の
地
の
よ
う
な
も
の
は
他
に
な
い
。

　
人
々
は
色
白
で
顔
立
ち
が
良
く
、
高
慢
で
、
尊
大
で
あ
る
。
そ

こ
で
は
交
際
好
き
な
者
達
は
極
め
て
親
切
で
、
言
葉
使
い
が
良
く
、

麗
し
い
者
達
で
あ
る
。
彼
ら
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
て

き
た
。
年
長
者
は
若
者
よ
り
も
心
地
よ
い
、
と
。
貧
し
い
者
も
富

め
る
者
も
、
金
を
儲
け
る
事
を
蔑
ろ
に
せ
ず
、
そ
の
地
方
に
は
金

持
ち
が
多
い
。
彼
ら
は
交
際
や
友
情
に
お
い
て
は
当
て
に
な
ら
な

い
。
彼
ら
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
き
た
。

　
ル
バ
ー
イ
ー
゛
四
行
㈹
）

　
タ
ブ
リ
ー
ズ
人
の
性
格
と
は
到
底
友
と
な
れ
な
い
。

　
全
世
界
が
髄
な
ら
、
タ
ブ
リ
ー
ズ
人
は
皮
。

　
お
前
が
友
情
に
お
い
て
誠
実
と
は
思
え
な
い
者
は

　
た
と
え
余
所
者
で
も
タ
ブ
リ
ー
ズ
人
の
気
質
持
ち
合
わ
せ
た
者
。

マ
ウ
ラ
ー
ナ
ー
・
フ
マ
ー
ム
ッ
デ
ィ
ー
ン
Ｈ
ｕ
m
a
m
　
a
l
-
Ｉ
）
ず
タ
ブ

リ
ー
ズ
ィ
訃
答
え
て
次
の
１
つ
に
言
っ
た
。

　
ル
バ
ー
イ
ー
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タ
ブ
リ
ー
ズ
は
良
い
。
そ
の
地
に
産
す
る
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
よ

　
い
。

　
そ
の
人
々
は
髄
。
彼
ら
を
皮
と
思
う
な
か
れ
。

　
彼
ら
は
反
抗
者
達
の
性
格
に
は
組
み
し
な
い
。

　
天
使
は
悪
魔
ど
も
と
は
決
し
て
友
と
な
ら
な
い
。

私
も
次
め
二
つ
の
ル
バ
ー
イ
ー
を
書
い
た
。

　
ル
バ
ー
イ
ー

　
タ
ブ
リ
ー
ズ
は
楽
園
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
人
々
は
清
純
の
至

　
彼
ら
は
嫌
悪
の
錆
の
付
着
し
な
い
鏡
の
よ
う
。

　
お
前
は
、
彼
ら
は
友
情
に
お
い
て
誠
実
で
な
い
と
言
う
が

　
鏡
は
も
の
を
映
す
だ
け
で
あ
る
。

　
タ
ブ
リ
ー
ズ
は
楽
園
で
あ
る
。
そ
の
人
々
は
天
女
の
よ
う
。

　
親
切
さ
に
つ
い
て
は
天
女
、
悪
行
か
ら
は
遠
い
。

　
彼
ら
は
下
劣
な
者
、
下
賤
な
者
と
は
交
わ
ら
な
い
。

　
何
故
な
ら
芳
香
は
悪
臭
と
は
一
緒
に
な
ら
な
い
の
だ
か
ら
。

　
そ
の
地
の
な
ら
ず
者
共
（
Ｉ
口
回
）
は
と
て
も
図
々
し
い
。
こ
の

状
況
は
こ
の
町
の
良
い
面
に
勝
る
良
く
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
こ
の
町
で
は
墓
地
は
何
箇
所
か
に
分
散
し
て
い
る
。
そ
れ
は
ス

ル
バ
ー
ブ
Ｓ
ｕ
ｒ
ｋ
ｈ
ａ
ｂ
　
、
ジ
ャ
ラ
ー
ン
ダ
ー
ブ
』
回
習
江
皿
す
、
力

ジ
ー
ル
K
a
j
i
l
　
'
ジ
ャ
ー
ム
、
ヴ
。
リ
ヤ
ー
ン
・
ク
ー
フ
、
ス
ィ

ヤ
士
フ
ー
ン
S
i
ｙ
ａ
ｒ
ａ
ｎ
そ
の
他
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
墓
地
に
は
霊

験
灼
か
な
墓
が
多
い
。
例
え
ば
、
フ
ァ
キ
ー
フ
ー
ザ
ー
ヒ
‰
√

マ
ー
ム
゛
ジ
ャ
ア
ダ
吋
ぶ
％
）
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
｝
｛
皿
だ
蜜
習
、
バ

ー
バ
ー
゛
フ
フ
フ
八
懸
バ
ー
バ
ー
六
サ
ン
｀
　
フ
ヴ
ァ
ー
ジ
ャ
゛
サ

ー
イ
ヌ
乙
ア
イ
ー
ン
曽
ざ
巴
ら
に
（
が
）
カ
マ
ー
リ
ー
ニ
ー
入
印
ヨ
恋
心
乱
。

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ

バ
ー
リ
ー
ニ
ー
ま
恋
ｔ
ｎ
ｔ
　
タ
ブ
リ
ー
ズ
ィ
ー
、
ハ
サ
ン
し
フ
ル
ガ

ー
リ
ー
、
シ
ャ
イ
ブ
こ

ニ
ー
Ｓ
ａ
ヨ
ａ
ｒ
i
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｉ
。
ス
ル
ハ
ー
ブ
に
あ
る
詩
人
墓
地
に
は
ア
ン

ヴ
゛
リ
１
　
心
）
ハ
ー
カ
ー
ニ
１
　
四
）
ザ
ヒ
ー
ル
ニ
ア
イ
ー
ン
゜
フ
゛
Ｉ

ル
ヤ
ー
ビ
１
　
個
シ
ャ
ム
ス
ッ
デ
ィ
ー
ン
。
ス
ジ
ャ
ー
ス
ィ
‰
ノ

フ
フ
牛
Ｉ
・
シ
ー
ル
ヴ
ァ
ー
ニ
１
　
邱
の
他
の
詩
人
達
。
カ
シ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ン
Ｋ
ａ
ｊ
ｕ
ｊ
ａ
ｎ
の
村
に
は
フ
ヴ
ァ
ー
ジ
ャ
、
ム
ハ
ン
マ
ド
ー
カ

ジ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ニ
に
蛸
墓
か
お
り
、
シ
ャ
ー
ダ
ー
バ
ー
ド
Ｓ
ｈ
ａ
ｄ
ａ
ｂ
ａ
ｄ

の
村
に
は
ピ
ー
ル
ー
シ
ー
ル
ヴ
ァ
ー
ン
コ
ｒ
-
i
　
Ｓ
ｈ
ｔ
コ
ｖ
ａ
ｎ
や
偉
大

な
者
達
（
活
字
ｙ
）
〔
の
蔭
〕
が
多
い
。
預
言
者
の
教
友
達
の
内
で

は
サ
ハ
ン
ド
山
に
イ
ス
フ
ァ
フ
サ
ー
ラ
ー
ル
、
ウ
サ
ー
マ
ー
ブ
ン
ー

シ
ュ
ラ
イ
ク
Ｕ
ｓ
ａ
ｍ
ａ
　
ｂ
.
Ｓ
ｈ
ｕ
ｒ
ａ
ｙ
ｋ
の
墓
か
お
り
、
サ
ラ
ー
ヴ
ル

ー
ド
の
畔
に
ア
ブ
ル
ー
ム
フ
ジ
ャ
ン
ー
ク
ル
ド
§
冨
a
l
-
Ｍ
ｕ
ｈ
ｊ
ａ
ｎ

Ｋ
ｕ
乱
の
蔭
、
サ
ル
ド
ル
ー
ド
の
墓
地
に
カ
イ
ス
£
Ｑ
Ｉ
の
墓
、

バ
ー
ヴ
ィ
ー
ル
ル
ー
ド
回
乱
屯
回
　
に
ハ
ム
ザ
の
兄
弟
イ
ジ
ル
ぶ
｝
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の
墓
、
ス
ル
ハ
ー
ブ
の
墓
地
に
ウ
マ
イ
ヤ
≒
フ
ン
ー
ア
ム
ル
ー
ビ

ン
ー
ウ
マ
イ
ヤ
の
墓
か
お
る
。
偉
大
な
者
達
の
墓
は
町
や
〔
近
隣

の
〕
諸
地
方
（
ま
冨
石
こ
に
多
く
、
全
て
を
語
る
事
は
〔
読
者
を
〕

更
に
う
ん
ざ
り
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
徴
税
額
は
タ
ム
ガ
ー
旅
５
)
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
。
ハ
ー
ニ

‐

勘
○
年
に
は
八
七
ト
ゥ
ー
マ
ー
ン
五
〇
〇
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
勺
）

が
帳
簿
で
確
定
さ
れ
る
。
七
つ
の
郊
外
区
（
高
郷
回
）
　
が
あ
る
。

　
そ
の
第
一
は
ミ
フ
ラ
ー
ン
ル
ー
ド
区
叫
で
あ
り
、
町
の
東
方
に

あ
る
。
町
の
門
か
ら
そ
こ
ま
で
五
フ
ァ
ル
サ
ン
グ
。
ク
ン
ド
ル
ー

ド
含
ｎ
ｄ
ｒ
ｕ
ｄ
　
　
　
＊
、
イ
ス
フ
ァ
ン
ジ
Ｉ
ｓ
ｆ
ａ
ｎ
ｊ

司

、
サ
ア
ダ
ー
バ

ー
ド
帥
印
ぶ
卸
び
叫

謳

が
そ
の
主
な
村
で
あ
る
゜
ぐ

　
第
二
は
サ
ル
ド
ル
ー
ド
と
サ
フ
ラ
ー
Ｓ
ａ
ｈ
ｒ
ａ
㈲
で
あ
り
、
町
か

ら
南
西
一
フ
ァ
ル
サ
ン
グ
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
サ
ル
ド
ル
ー
ド
の

村
々
と
町
の
園
林
は
つ
な
が
っ
て
お
り
、
そ
こ
の
大
部
分
の
園
林

は
ど
の
村
に
属
す
る
の
か
、
区
別
が
つ
か
な
い
ほ
ど
に
近
接
し
て

い
る
。
果
実
は
良
い
。
サ
ル
ダ
ス
ト
Ｓ
ａ
ｒ
ｄ
ａ
ｓ
ｔ
　
㈲
、
ド
ゥ
ー
シ
ト

Ｄ
ｕ
ｓ
ｈ
ｔ
　
＊
、
ジ
ュ
ー
ラ
ー
ン
ダ
ラ
ク
Ｊ
ｕ
ｌ
ａ
乱
ａ
ｒ
ａ
ｑ
　
　
＊
、
ア
ル
ガ

ー
ン
バ
ダ
ル
Ａ
ｌ
ｇ
ｈ
ａ
ｎ
ｂ
乱
ａ
ｒ
　
㈲
、
ク
ジ
ャ
ー
バ
ー
ド
Ｋ
ｕ
ｊ
ａ
ｂ
ａ
ｄ
㈲
、

ラ
ー
ク
ダ
ラ
ジ
Ｌ
ａ
ｋ
ｄ
ａ
ｒ
a
i
　
＾
が
そ
の
地
区
の
主
な
村
で
あ
る
。

サ
フ
ラ
ー
に
は
穀
物
が
育
ち
、
サ
ラ
ー
ヴ
ル
ー
ド
の
水
が
そ
こ
の

農
耕
に
用
い
ら
れ
る
。
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第
三
の
バ
ー
ヴ
ィ
ー
ル
ル
ー
ド
区
㈲
は
名
高
い
。
町
か
ら
四
フ

ァ
ル
サ
ン
グ
の
と
こ
ろ
、
西
南
隅
に
あ
る
。
素
晴
ら
し
い
地
方
で

実
に
一
つ
の
園
林
の
よ
う
で
あ
る
。
サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
ス
グ
ド
、

デ
ィ
マ
シ
ク
の
グ
ー
八
拶
写
し
取
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
シ
イ
ブ
・

バ
ッ
ヴ
ァ
ー
ン
帥
Ｆ
ｊ
∽
印
ぎ
て
如
コ
　

（
蛸
ハ
マ
ダ
ー
ン
の
マ
ー
シ
ャ

ー
ン
ル
ー
ド
に
回
冨
回
目
（
俵
そ
こ
を
羨
む
よ
う
な
と
こ
ろ
で
あ

る
。
二
五
の
村
が
あ
り
、
バ
ー
ヴ
ィ
ー
ル
刈
、
フ
ー
ル
シ
ャ
ー
フ

回
叩
孚
当
（
０
　９

ヽ
ミ
ー
ラ
ー
ン
回
Ｉ
ａ
ｎ
㈹

り

ス
ク
ー
ナ
ロ
肺
ロ
コ
ｐ

（
3
3
）

㈲
が
そ
の
地
区
の
主
な
村
で
あ
る
。

　
第
四
は
町
の
西
に
あ
る
ア
ル
ヴ
ァ
ナ
ク
ｙ
「
だ
呂
且
㈲
区
。
そ

れ
は
町
か
ら
三
フ
ァ
ル
サ
ン
グ
の
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
一
五
フ

ァ
ル
サ
ン
グ
の
と
こ
ろ
ま
で
続
く
。
幅
は
五
フ
。
ル
サ
ン
グ
。
穀

物
、
葡
萄
、
果
実
か
ら
な
る
産
物
は
良
質
で
、
タ
ブ
リ
ー
ズ
の
中

心
部
は
そ
こ
の
生
産
物
に
依
存
し
て
い
る
。
三
〇
の
村
が
あ
り
、

大
部
分
は
規
模
が
大
き
く
、
一
つ
一
つ
が
小
雨
（
ａ
ｓ
ａ
ｂ
ａ
)
程
で

あ
る
゜
Ｑ
Ｚ
力
（
頑
｀
Ｑ
Ｚ
∝
弓
鮒
｀
帥
ｒ
こ
だ
ま
詞
ウ

ヱ
ｙ
い

ダ
ー
ブ
ガ

　
　
　
　
　
　
ぐ
６
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
ｔ

Ｉ
ン
ロ
即
ざ
鴎
ｒ
卸
コ（
Ｊ
作
｀
　
ク
ー
ザ
ク
ナ
ー
ン
Ｋ
ｕ
ｚ
ａ
-
ｋ
呂
ａ
ｎ
㈲
、
ス

ー
フ
ィ
ヤ
ー
ン
回
ｆ
苛
ａ
ｎ
　
　
＊
等
の
謝
俳
あ
る
。

　
第
五
は
ル
ー
ト
カ
ー
ブ
Ｒ
ｕ
ｄ
ｑ
ａ
ｂ
　
£
｡
区
で
、
ス
ル
ハ
ー
ブ
山
の

背
後
、
町
か
ら
Ｉ
フ
ァ
ル
サ
ン
グ
か
ら
四
フ
ァ
ル
サ
ン
グ
の
と
こ

ろ
に
あ
る
。
穀
物
が
良
く
育
ち
、
そ
こ
で
は
Ｉ
〇
マ
ン
の
粉
か
ら



一
六
マ
ン
の
ナ
ー
ン
が
出
来
る
。
約
四
〇
の
村
か
お
る
。
ル
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
げ
　
　
　
　
　
　
（
㈲
ド

ヒ
ン
ド
Ｒ
ｕ
ｄ
ｈ
ｉ
乱
に
げ
、
サ
ー
ル
ー
Ｓ
ａ
ｒ
ｕ
０
　
、
い
ア
ラ
ン
ジ
ャ
ク
と
ａ
ｎ
ｉ
ａ
ｑ

㈲
、
ウ
ー
フ
ァ
リ
ー
ド
９
ａ
ｒ
ｉ
ｄ
㈲
が
そ
の
主
な
村
で
あ
る
。

　
第
六
は
ハ
ー
ヌ
ム
ル
ー
ド
｝
｛
冨
Ｉ
ヨ
ｒ
ｕ
ｄ
川
区
。

　
第
七
は
バ
ド
ゥ
ー
ス
タ
ー
ン
Ｂ
ａ
ｄ
ｕ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
国
区
で
、
町
の
北
、

ル
ー
ト
カ
ー
ブ
の
背
後
に
あ
る
。
三
〇
の
村
か
お
り
、
マ
ー
ダ
ル

ガ
ー
ヴ
Ｍ
ａ
ｄ
ａ
ｒ
ｇ
ａ
w
　
㈲
、
ウ
ー
リ
ー
シ
ャ
ー
ク
ロ
ｒ
ｉ
ｓ
ｈ
ａ
ｑ
　
㈲

が
そ
の
主
な
村
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
郊
外
区
万
徴
税
額
は
１
０
０
０
０
０
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル

余
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
郊
外
区
の
う
ち
で
、
ガ
ザ
ー
ニ
ー
の
王
室

の
ヴ
ァ
ク
フ
に
付
置
さ
れ
る
イ
ー
ン
ジ
ュ
ー
４
　
訃
一
八
五
〇
〇
〇

デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
地
方
の
徴
税
の
全
額
は
二

七
ト
ゥ
ー
マ
ー
ン
半
と
な
る
。
町
の
タ
ム
ガ
ー
税
と
合
わ
せ
て
一

一
五
ト
ゥ
ー
マ
ー
｛
洲
な
る
。

　
タ
ブ
リ
ー
ズ
か
ら
ア
ー
ザ
ル
バ
ー
イ
ジ
ャ
ー
ン
の
他
の
諸
地
方

ま
で
の
距
離
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
ウ
ー
ジ
ャ
ー
ン
ま
で
八
フ

ァ
ル
サ
ン
グ
。
ア
ル
ダ
ビ
ー
ル
Ａ
ｒ
ｄ
ａ
ｂ
Ｔ
ｌ
ま
で
三
〇
フ
ァ
ル
サ
ン

グ
。
ウ
シ
ヌ
ー
ヤ
Ｕ
ｓ
ｈ
ｎ
ｕ
ｙ
ａ
ま
で
三
〇
フ
ァ
ル
サ
ン
グ
。
ウ
ル

ミ
ー
ヤ
Ｕ
ｒ
m
i
ｙ
ａ
　
ま
で
二
四
フ
ァ
ル
サ
ン
グ
。
ア
ハ
ル
ま
で
一

四
フ
ァ
ル
サ
ン
グ
。
ピ
ー
シ
キ
ー
ン
コ
ｓ
ｈ
ｋ
ｔ
ｎ
ま
で
一
八
フ
ァ
ル

サ
ン
グ
。
ボ
ー
イ
｝
｛
冨
ｘ
ま
で
二
〇
フ
ァ
ル
サ
ン
グ
。
サ
ル
マ
ー

ス
汐
回
ぼ
ま
で
一
八
フ
ァ
ル
サ
ン
グ
、
マ
ラ
ー
ガ
経
由
で
二
六

フ
ァ
ル
サ
ン
グ
。
サ
ラ
ー
ヴ
汐
晶
回
　
ま
で
二
〇
フ
ァ
ル
サ
ン
グ
。

了
フ
ー
ガ
ま
で
二
〇
フ
ァ
ル
サ
ン
グ
。
デ
ィ
フ
フ
ヴ
ァ
士
フ
カ
ー
ン

Ｄ
ｌ
ｈ
ｋ
ｈ
w
ａ
ｒ
ａ
ｑ
ａ
ｎ
　
ま
で
八
フ
ァ
ル
サ
ン
グ
。
マ
ラ
ン
^
　
Ｍ
ａ
ｒ
ａ
乱

ま
で
一
五
フ
ァ
ル
サ
ン
グ
。
ナ
フ
ジ
ャ
ヴ
ァ
ー
ン
Ｚ
ａ
ｋ
ｈ
ｉ
ａ
w
ａ
ｎ

ま
で
二
四
フ
ァ
ル
サ
ン
グ
。

　
　
　
　
注

（
１
）
昨
年
の
拙
稿
の
補
訂
。
七
七
頁
下
段
二
一
行
目
、
七
九
頁

　
　
上
段
四
行
目
、
下
段
五
、
二
一
行
目
の
「
大
市
」
を
「
小
市
」

　
　
と
訂
正
。
ま
た
昨
年
の
本
誌
の
裏
表
紙
の
英
文
タ
イ
ト
ル
は

　
　
明
ら
か
に
誤
っ
て
い
る
の
で
”
Ｃ
ｏ
ｕ
ｎ
ｔ
ｒ
i
e
ｓ
　
ｎ
ｅ
催
ｈ
ｂ
ｏ
ｒ
ｍ
ｇ

　
　
Ａ
ｄ
ｈ
ａ
ｒ
ｂ
ａ
ｙ
ｉ
ａ
ｎ
.
ａ
　
ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｓ
ｌ
ａ
ｔ
i
I
〇
ｆ
　
Ｎ
ｕ
ｚ
ｈ
ａ
ｔ
　
a
l
-
Ｑ
ｕ
Ｃ
ｕ
ｂ
　
”

　
　
と
訂
正
。

（
２
）
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
全
般
の
歴
史
地
理
に
関
し
て
は
Ｅ
ｎ
-

　
　
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｏ
ｐ
ａ
ｅ
ｄ
ｉ
ａ
　
Ｉ
ｒ
ａ
ｎ
ｉ
ｃ
ａ
第
三
巻
の
と
ｅ
ｒ
ｂ
且
ａ
ｎ
　
の
項
目

　
　
が
詳
細
で
、
よ
く
ま
と
ま
っ
て
い
る
。

（
３
）
タ
ブ
リ
ー
ズ
に
建
設
さ
れ
た
「
ガ
ザ
エ
ー
ヤ
」
に
つ
い
て

　
　
は
、
羽
田
正
「
『
牧
地
都
市
』
と
『
墓
廟
都
市
』
」
『
東
洋
史
研
｛
匹

　
　
四
九
－
一
、
一
九
九
〇
に
言
及
か
お
る
。
Ｎ
ｕ
ｚ
ｈ
ａ
ｔ
　
a
l
心
ミ
回

　
　
の
記
述
も
こ
の
研
究
の
中
で
引
用
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）
原
文
に
は
「
バ
ー
ク
ー
ヤ
Ｂ
ａ
ｋ
ｕ
ｙ
ａ
」
と
あ
る
が
、
文
脈

　
　
に
合
わ
な
い
。
Ｄ
ａ
ｂ
ｉ
ｒ
-
S
i
ｙ
ａ
ｑ
ｉ
　
　
校
訂
本
の
脚
注
（
八
五
頁
）

　
　
に
従
い
、
マ
ー
ク
ー
ヤ
と
読
ん
だ
。
マ
ー
ク
ー
ヤ
は
現
在
の
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マ
ク
ー
の
こ
と
で
、
タ
ブ
リ
ー
ズ
ー
エ
ル
ズ
ル
ム
街
道
の
、

　
　
ト
ル
コ
と
の
国
境
に
最
も
近
い
イ
ラ
ン
の
町
で
あ
る
。

（
５
）
Ｑ
ｕ
ｂ
ｂ
ａ
　
a
l
-
Ｉ
ｓ
ｌ
ａ
ヨ
　
は
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
に
お
け
る
文
化
、

　
　
学
術
の
中
心
地
に
与
え
ら
れ
た
美
称
で
、
他
に
マ
ー
ヴ
ァ
ラ

　
　
ー
ア
ン
ナ
フ
ル
の
ブ
ハ
上
フ
ー
と
ア
ル
メ
ニ
ア
の
ア
フ
ラ
ー
ト

　
　
が
一
三
世
紀
に
こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
た
例
が
あ
る
。
Ｊ
ｕ
w
ａ
ｙ
n
i
｡

　
　
１

ａ
ｎ
ｋ
ｈ
-
i
　
Ｊ
ａ
ｈ
ａ
ｎ
ｇ
ｕ
ｓ
ｈ
ａ
ｙ
し
ｌ
ｉ
ｄ
　
１
｡
　
Ｌ
ｅ
ｙ
ｄ
ｅ
ｎ
　
＆
　
Ｌ
ｏ
乱
Ｏ
ｎ
.

　
　
１
９
１
２
｡
　
ｐ
.
　
７
５
.
　
Ｉ
ｂ
ｎ
　
Ｂ
ｉ
ｂ
ｉ
｡
　
ａ
ｈ
Ａ
w
a
m
i
ｒ
　
a
l
-
'
Ａ
ｌ
ａ
”
ｉ
ｙ
ａ
　
ｆ
ｔ

　
　
ａ
ｌ
-
U
m
ｕ
ｒ
　
ａ
ｌ
-
Ａ
ｌ
ａ
ｉ
ｙ
ａ
｡
　
Ａ
ｎ
ｋ
ａ
ｒ
ａ
｡
　
１
９
５
６
｡
　
ｐ
.
　
３
７
７
.

（
６
）
に
ｂ
ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ
の
英
訳
に
よ
れ
ば
、
著
作
の
名
は
M
a
i

ｍ
ａ

　
　
Ａ
ｒ
ｂ
ａ
ｂ
　
ａ
ｌ
-
M
a
ｓ
ｌ
ａ
ｋ
、
著
者
名
も
ル
ク
ヌ
ッ
デ
ィ
ー
ン
ー

　
　
ジ
ュ
ヴ
ァ
イ
ニ
ー
ｙ
三
心
乱
が
正
し
い
。
Ｎ
ｕ
ｚ
ｈ
ａ
ｔ
　
の
テ

　
　
ク
ス
ト
ー
三
頁
に
は
ジ
ュ
ヴ
ァ
イ
ニ
ー
の
M
a
i
m

ａ
'
　
Ａ
ｒ
ｂ
ａ
ｂ

　
　
ａ
ｌ
-
M
ｕ
ｌ
ｋ
　
と
出
て
い
る
が
、
ｊ
只
の
七
頁
に
は
ボ
ー
イ

　
　
ー
の
Ｍ
ａ
ｊ
ｍ
ａ
'
　
Ａ
ｔ
ｈ
ａ
ｒ
　
ａ
ｌ
-
M
ｕ
ｌ
ｕ
ｋ
（
別
写
本
に
は
Ａ
ｒ
ｂ
ｄ
ｂ

　
　
ａ
ｌ
-
M
a
ｓ
ｌ
ａ
ｋ
）
と
出
て
お
り
、
い
ま
の
と
こ
ろ
著
者
名
及
び

　
　
作
品
名
を
確
定
し
が
た
い
。

（
７
）
ラ
ッ
ヴ
。
Ｉ
ド
朝
は
元
来
ア
ラ
ブ
の
ア
ズ
ド
族
が
タ
ブ
リ

　
　
ー
ズ
を
本
拠
地
と
し
て
建
て
た
王
朝
で
あ
る
が
、
周
囲
の
民

　
　
族
的
環
境
に
よ
り
、
そ
の
王
統
は
次
第
に
タ
ル
ト
人
化
し
て

　
　
い
っ
た
。
ヴ
ァ
フ
ス
ー
ダ
ー
ン
の
名
は
イ
ブ
ヌ
ル
ア
ス
ィ
ー

　
　
ル
に
よ
れ
ば
ｙ
冨
Ｍ
ａ
ｎ
ｓ
ｕ
ｒ
　
Ｗ
ａ
ｈ
ｓ
ｕ
ｄ
ａ
ｎ
　
ｂ
.
　
Ｍ
ａ
ヨ
Ｉ
ａ
ｎ
で

　
　
あ
る
。
そ
の
治
世
（
四
一
六
－
五
一
／
一
〇
二
五
－
五
九
）

　
　
は
セ
ル
ジ
ュ
ク
朝
勢
力
西
進
の
先
兵
と
な
っ
た
ト
ゥ
ル
ク
マ

　
　
ー
ン
の
イ
ラ
ー
牛
－
集
団
が
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
に
初
め
て

　
　
姿
を
現
し
、
現
代
に
連
な
る
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
住
民
の
ト

　
　
ル
コ
化
の
端
緒
と
な
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
Ｉ
ｂ
ｎ
　
a
l
-
Ａ
ｔ
h
i
ｒ

　
　
ａ
ｌ
-
Ｋ
ａ
ｍ
ｉ
ｌ
　
ｆ
ｔ
　
a
l
-
Ｔ
ａ
'
ｒ
ｉ
ｋ
ｈ
｡
　
a
l
-
ﾖ
と
匹
乱
a
l
-
ｔ
ａ
ｓ
i
'
｡

　
　
Ｂ
ａ
ｙ
ｒ
ｕ
ｔ
｡
　
１
９
７
９
.

（
８
）
ラ
シ
ー
ド
ゥ
ッ
デ
ィ
ー
ン
の
『
集
史
６
　
に
よ
れ
ば
、
六
七

　
　
一
　
（
二
一
七
二
／
三
）
年
冬
タ
ブ
リ
ー
ズ
に
地
震
か
お
り
、

　
　
マ
ナ
ー
ル
（
光
塔
）
の
頂
部
が
落
下
し
、
多
く
の
家
々
が
破

　
　
壊
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
地
震
は
Ｎ
ｕ
ｚ
ｈ
ａ
ｔ
に
記
録
さ
れ
て

　
　
い
な
い
。
Ｒ
ａ
ｓ
ｈ
ｉ
ｄ
巴
‐
Ｄ
ｉ
ｎ
　
Ｆ
ａ
ｄ
ｌ
　
Ａ
ｌ
ｌ
ａ
ｈ
.
　
　
　
J
a
m
i
'
　
　
ａ
ｌ
-

　
　
Ｔ
ａ
ｗ
ａ
ｒ
ｉ
ｋ
ｈ
｡
　
l
i
l
d
　
Ｉ
ヨ
Ｂ
ａ
ｋ
ｕ
二
９
５
７
.
　
ｐ
.
　
１
４
３
.

（
９
）
原
文
で
は
マ
ウ
キ
ラ
の
語
の
後
日
ａ
ｈ
ａ
ｌ
ｌ
ａ
　
ａ
ｓ
ｔ
の
二
語
が

　
　
続
い
て
い
る
が
、
文
脈
上
解
釈
の
仕
様
が
な
い
。
Ｄ
ａ
ｂ
ｉ
ｒ
-

　
　
b
i
ｙ
ａ
仏
　
校
訂
本
の
脚
注
（
八
六
頁
）
に
よ
れ
ば
、
一
写
本

　
　
で
は
こ
の
部
分
に
空
白
部
が
見
ら
れ
、
そ
れ
は
町
の
街
区
の

　
　
数
を
挙
げ
た
部
分
で
、
Ｔ
・
箇
の
街
区
か
お
る
」
の
意
味
に

　
　
な
る
の
で
は
な
い
か
と
想
定
し
て
い
る
。

（
1
0
）
原
文
は
ｂ
ａ
ｒ
　
ｓ
h
i
ｓ
i
i
　
ｋ
ａ
ｙ
ｌ
ａ
ｎ
　
ｓ
a
b
i
l
　
ａ
ｓ
ｔ
.
　
Ｌ
ｅ
　
Ｓ
ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ

　
　
の
英
訳
で
は
「
六
つ
の
導
管
の
中
を
流
れ
る
」
と
な
っ
て
い

　
　
る
（
八
〇
頁
）
が
、
丁
低
　
の
語
に
「
導
管
」
の
意
味
を
見

　
　
い
だ
せ
ず
、
ｓ
a
b
i
l
　
の
語
に
も
「
流
れ
る
」
の
意
味
を
見
つ

　
　
け
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
英
訳
に
は
従
わ
な
か
っ
た
。

（
Ｈ
）
原
文
は
i
ｖ
ｉ
Ｌ
｡
ｉ
＼
｡
　
ｂ
ｅ
　
ｂ
ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ
は
こ
れ
を
ヨ
に
茫
と
読
ん

　
　
で
「
水
は
全
て
国
家
に
属
す
る
」
と
解
釈
し
て
い
る
が
、
こ

　
　
の
場
合
白
目
と
読
ん
で
「
私
有
財
産
」
の
意
味
に
考
え
た
。

　
　
こ
の
意
味
の
場
合
、
カ
ー
リ
ー
ズ
（
地
下
暗
渠
）
は
富
裕
者

　
　
に
よ
っ
て
開
削
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
「
私
有
財
産
」
と
し

　
　
て
問
題
は
な
い
が
、
河
の
水
ま
で
「
私
有
財
産
」
と
考
え
ら
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れ
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
。

（
1
2
）
タ
バ
ル
ザ
ド
は
パ
フ
ラ
ヴ
ィ
ー
語
で
『
旧
約
聖
書
』
「
出
工

　
シ
フ
ト
記
」
に
見
え
る
マ
ナ
（
神
与
の
食
物
）
の
意
味
が
与

　
え
ら
れ
て
い
る
。
Ｄ
.
Ｎ
.
Ｍ
ａ
ｃ
Ｋ
ｅ
ｎ
ｚ
i
e
.
Ａ
　
Ｃ
ｏ
ｎ
ｃ
ｉ
ｓ
ｅ
　
Ｐ
ａ
ｈ
ｌ
ａ
ｕ
i

　
D
i
c
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｒ
ｙ
｡
　
Ｏ
ｘ
ｆ
ｏ
ｒ
ｄ
　
Ｕ
.
Ｐ
.
｡
　
１
９
７
１
｡
　
ｐ
.
　
８
１
.

（
1
3
）
以
下
、
四
つ
の
ル
バ
ー
イ
ー
の
韻
律
は
い
ず
れ
も
ハ
ザ
ジ

　
ｈ
ａ
ｚ
a
i
韻
で
あ
る
。

（
1
4
）
ｊ
｛
｝
‘
七
五
六
頁
に
よ
れ
ば
、
こ
の
詩
人
は
有
名
な
サ
ア

　
テ
ィ
ー
‘
シ
ー
ラ
ー
ズ
ィ
ー
二
二
九
一
没
）
と
同
時
代
人

　
で
あ
り
、
魅
力
的
な
詩
、
熱
情
を
か
き
立
て
る
ガ
ザ
ル
（
叙

　
情
詩
）
の
作
者
で
あ
’
つ
た
と
い
う
。

（
1
5
）
ｊ
｛
｝
゛
六
六
六
頁
に
よ
れ
ば
、
こ
の
ジ
ャ
イ
ブ
（
有
力
な

　
ス
ー
フ
ィ
ー
）
は
ハ
リ
ー
フ
ァ
、
ナ
ー
ス
ィ
ル
時
代
の
人
。

　
五
九
二
二
Ｉ
九
五
／
六
）
年
没
。

（
1
6
）
ｊ
ｐ
六
六
七
頁
に
よ
れ
ば
、
こ
の
二
人
の
ジ
ャ
イ
ブ
は

　
フ
ァ
キ
ー
フ
ー
ザ
ー
ヒ
ド
の
同
時
代
人
で
、
死
後
そ
れ
ぞ
れ

　
カ
ジ
ー
ル
に
埋
葬
さ
れ
た
。

（
1
7
）
原
文
で
は
原
石
ご
｝
‐
回
Ｆ
Ｆ
ｂ
ｉ
乱
i
ｙ
ａ
ｑ
i
校
訂
本
八
九

　
頁
に
従
う
。
Ｔ
.
　
Ｇ
.
六
七
四
頁
に
よ
れ
ば
、
サ
ー
イ
ヌ
ッ
デ

　
ィ
ー
ン
は
七
〇
三
（
コ
ニ
○
三
／
四
）
年
没
。
ジ
ャ
ラ
ー
ン

　
ダ
ー
ブ
に
埋
葬
さ
れ
た
。

（
1
8
）
セ
ル
ジ
ュ
ク
朝
の
ス
ル
タ
ー
ン
、
サ
ン
ジ
ャ
ル
の
頌
詩
人

　
で
、
諸
学
に
通
じ
て
い
た
。
一
一
六
八
年
没
。
ｊ
Ｉ
七
一

　
二
―
四
頁
。

（
1
9
）
ｊ
ｐ
七
二
八
－
三
〇
頁
に
よ
れ
ば
、
こ
の
有
名
な
詩
人

　
は
五
八
二
（
一
　
一
八
六
／
七
）
年
タ
ブ
リ
ー
ズ
で
没
し
た
。

（
2
0
）
ｊ
Ｐ
七
三
七
頁
に
よ
れ
ば
、
五
九
八
年
ラ
ビ
ー
ウ
ー
月

　
　
（
コ
ー
○
一
・
二
万
二
九
～
コ
ー
○
二
・
一
二
エ
ハ
）
タ

　
プ
リ
ー
ズ
で
没
し
た
。

（
2
1
）
Ｈ

‘

Ｏ
’
七
三
六
頁
に
よ
れ
ば
、
六
〇
二
（
コ
ー
○
五
／
六
）

　
年
タ
ブ
リ
ー
ズ
で
没
し
た
。

（
2
2
）
Ｈ

‘
Ｉ
七
四
三
頁
に
よ
れ
ば
、
シ
ル
ヴ
ァ
ー
ン
の
帝
王
マ

　
　
ヌ
ー
チ
フ
ル
の
頌
詩
人
。

（
2
3
）
弓
゛
Ｉ
六
七
二
頁
に
よ
れ
ば
、
ア
バ
ガ
ー
ハ
ン
時
代
の
シ

　
　
ャ
イ
フ
で
、
六
七
〇
（
二
Ｉ
七
一
／
二
）
年
没
。
ま
た
カ
ジ

　
　
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ン
は
タ
ブ
リ
ー
ズ
南
方
一
フ
ァ
ル
サ
ン
グ
に
あ

　
　
る
村
の
名
で
あ
る
と
い
う
。

（
2
4
）
タ
ム
ガ
ー
税
と
は
、
都
市
の
商
人
や
手
工
業
者
に
課
さ
れ

　
た
税
金
。
詳
し
く
は
、
本
田
盲
信
（
タ
ム
ガ
肩
Ａ
Ｍ
Ｔ
Ａ
）
税

　
に
就
い
て
」
　
『
和
田
博
士
古
稀
記
念
東
洋
史
論
叢
』
一
九
六

　
　
一
、
講
談
社
。
八
三
三
１
四
七
頁
参
照
。

（
2
5
）
Ｆ
ユ
Ｏ
に
邨
巴
ｅ
ｒ
に
よ
れ
ば
、
ガ
ザ
ン
ー
ハ
ン
は
七
〇
一

　
　
年
ラ
ジ
ャ
ブ
月
一
日
（
コ
ニ
○
二
よ
万
二
）
に
始
ま
る
財

　
　
政
暦
を
採
用
し
た
。
そ
れ
は
太
陽
暦
に
基
づ
き
、
イ
ル
ハ
ン

　
　
国
の
末
期
ま
で
ハ
ー
ニ
ー
ま
た
は
ガ
ー
ザ
ー
ニ
ー
暦
と
し
て

　
　
通
用
し
て
ぃ
た
と
い
う
。
Ｂ
.
　
Ｓ
ｐ
ｕ
l
e
ｒ
｡
　
Ｄ
ｉ
ｅ
　
Ｍ
ｏ
ｎ
ｇ
ｏ
ｌ
ｅ
ｎ

　
　
ｉ
ｎ
　
Ｉ
ｒ
ａ
ｎ
｡
　
４
.
　
Ａ
ｕ
ｆ
ｌ
ａ
ｇ
ｅ
｡
　
Ｌ
ｅ
ｉ
ｄ
ｅ
ｎ
｡
　
１
９
８
５
.
　
　
　
Ｓ
Ｓ
.
　
　
２
６
４
　
　
　
＆

　
　
３
６
５
.
　
ハ
ー
ニ
ー
暦
四
〇
年
は
西
暦
一
三
四
一
年
に
当
た

　
　
る
。

（
2
6
）
原
文
は
八
七
〇
ト
ゥ
ー
マ
ー
ン
五
〇
〇
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
。

　
　
こ
の
数
字
は
余
り
に
大
き
す
ぎ
、
本
稿
中
に
も
現
れ
る
タ
ブ

　
　
リ
ー
ス
地
区
全
体
の
徴
税
額
一
一
五
ト
ゥ
ー
マ
ー
ン
を
は
る
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か
に
上
回
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
、
八
七
〇
は
八
七
の
誤

　
り
と
考
え
た
。
ち
な
み
に
前
掲
本
田
論
文
所
載
の
マ
ー
ザ
ン

　
ダ
ラ
ー
ニ
ー
の
Ｉ
ｓ
ａ
ｌ
ａ
-
ｙ
i
　
Ｆ
ａ
ｌ
ａ
ｋ
ｉ
ｙ
ａ
に
よ
る
一
三
四
〇
年

　
の
タ
ブ
リ
ー
ズ
の
タ
ム
ガ
税
収
入
は
二
二
七
万
デ
ィ
ー
ナ
ー

　
ル
、
す
な
わ
ち
二
二
七
ト
ゥ
ー
マ
ー
ン
で
あ
る
。
（
八
三
八

　
頁
）
　
一
年
違
い
の
こ
の
数
字
の
大
き
な
差
は
と
こ
か
ら
来
る

　
の
か
、
に
わ
か
に
断
定
は
出
来
な
い
が
、
と
も
か
く
八
七
〇

　
ト
ゥ
ー
マ
ー
ン
と
い
う
数
字
が
大
き
す
ぎ
る
こ
と
は
間
違
い

　
が
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
2
7
）
戸
戸
　
に
よ
れ
ば
、
こ
の
村
の
現
在
名
は
バ
ー
ス
マ
ン
ジ

　
　
Ｂ
ａ
ｓ
m
a
n
j
.
　
Ｓ
.
　
５
１
８
.

（
2
8
）
戸
戸
に
よ
れ
ば
、
こ
の
村
の
本
来
の
名
は
サ
イ
ー
ダ
ー

　
　
バ
ー
ド
ｂ
ａ
　
ｌ
ｄ
ａ
ｂ
ａ
ｄ
.
　
Ｓ
.
　
５
５
只

（
2
9
）
サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
ス
グ
ド
、
デ
ィ
マ
シ
ク
の
ダ
ー
ク
は
イ

　
　
ラ
ー
ク
の
バ
ス
ラ
に
近
い
ウ
ブ
ッ
ラ
河
と
並
ん
で
、
一
〇
世

　
　
紀
に
著
さ
れ
た
イ
ス
ラ
ー
ム
地
理
書
に
お
い
て
イ
ス
ラ
ー
ム

　
　
圏
の
三
大
景
勝
地
と
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
。
三
一
八
－
二
Ｉ

　
　
（
九
三
〇
－
三
）
年
頃
に
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
イ
ス
タ

　
　
フ
リ
ー
Ｉ
ｓ
富
ｋ
ｈ
ｎ
の
K
i
ｔ
ａ
ｂ
　
a
L
-
M
a
ｓ
ａ
ｌ
ｉ
ｋ
　
ａ
ｌ
-
Ｍ
ａ
ｍ
ａ
ｌ
ｉ
ｋ
に

　
　
よ
れ
ば
、
こ
の
う
ち
サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
ス
グ
ド
が
最
も
優
れ
て

　
　
い
る
、
と
さ
れ
る
。
戸
０
・
戸
苫
に
｡
　
M
.
Ｊ
.
ｄ
ｅ
　
Ｇ
ｏ
ｅ
ｉ
ｅ
校
訂
本

　
　
Ｌ
ｅ
ｉ
ｄ
ｅ
ｎ
｡
　
１
９
６
７
(
ｒ
ｅ
ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
号
ｐ
ｐ
.
　
２
９
３
-
５
.

（
3
0
）
　
シ
イ
ブ
ー
バ
。
ヴ
ァ
ー
ン
は
フ
。
Ｉ
ル
ス
の
ク
ッ
ル
｝
｛
に
戻

　
　
河
流
域
の
渓
谷
の
名
で
あ
る
。
前
掲
イ
ス
タ
フ
リ
ー
に
よ
れ

　
　
ば
、
ヌ
ー
バ
ン
ジ
ャ
ー
ン
Ｎ
ｕ
ｂ
ａ
ｎ
ｉ
ａ
ｎ
の
町
か
ら
約
ニ
フ
ァ

　
　
ル
サ
フ
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
こ
の
中
の
村
の
木
々
は
霧
か
か

　
か
っ
て
（
９
　
晋
に
こ
、
中
に
入
ら
な
い
と
そ
れ
ら
が
見
え
な

　
い
ほ
ど
で
あ
り
、
フ
ァ
ー
ル
ス
の
渓
谷
の
う
ち
で
最
も
素
晴

　
ら
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
、
と
い
う
。
召
に
２
１
　
＆
　
１
２
８
.

（
3
1
）
こ
の
場
所
は
ハ
マ
ダ
ー
ン
の
五
つ
の
郊
外
区
の
一
つ
フ
ァ

　
リ
ー
グ
ァ
ー
ル
ｒ
　
ａ
ｒ
i
w
ａ
ｒ
　
に
属
し
、
「
至
上
の
楽
園
の
写

　
し
絵
で
あ
り
、
チ
ー
ン
の
画
廊
も
羨
む
」
よ
う
な
と
こ
ろ
で

　
あ
る
と
、
Ｎ
ｕ
ｚ
ｈ
ａ
ｔ
の
イ
ラ
ー
ク
ー
ア
ジ
ャ
ム
の
章
で
説
明

　
さ
れ
て
い
る
。
テ
ク
ス
ト
ヒ
二
頁
。

（
3
2
）
戸
戸
に
よ
れ
ば
、
こ
の
村
の
現
在
名
は
ホ
ス
ロ
ウ
シ
ャ

　
ー
フ
Ｋ
ｈ
ｕ
ｓ
ｒ
ａ
w
ｓ
ｈ
ａ
ｈ
.
　
Ｓ
.
　
５
２
８
.

（
3
3
）
戸
戸
に
よ
れ
ば
、
こ
の
村
の
正
し
い
呼
び
名
は
ウ
ス
ク

　
ー
ヤ
ｕ
ｓ
ｋ
ｕ
ｙ
ａ
.
　
　
Ｓ
.
　
５
４
４
.

（
3
4
）
戸
戸
に
よ
れ
ば
、
こ
の
村
の
正
し
い
呼
び
名
は
ス
ィ
ー

　
ス
Ｓ
ｉ
ｓ
.
　
Ｓ
.
　
５
５
７
.

（
3
5
）
戸
戸
に
よ
れ
ば
、
こ
の
村
の
正
し
い
呼
び
名
は
シ
ャ
ビ

　
ス
タ
ル
ｂ
ｈ
ａ
ｂ
ｉ
ｓ
ｔ
ａ
ｒ
.
　
　
Ｓ
.
　
５
４
８
.

（
3
6
）
｛
｝
‘
戸
に
よ
れ
ば
、
こ
の
村
の
正
し
い
呼
び
名
は
ヴ
。
Ｉ

　
イ
カ
ー
ン
司
郎
ｙ
忿
戸
沢
呂
？

（
3
7
）
｛
｝
‘
戸
に
よ
れ
ば
、
こ
の
郊
外
区
の
正
し
い
呼
び
名
は
ル

　
ー
ド
カ
ー
ト
Ｒ
Ｑ
ｄ
ｑ
ａ
ｔ
.
　
　
Ｓ
.
　
５
４
７
.

（
3
8
）
［
］
・
戸
に
よ
れ
ば
、
こ
の
村
の
正
し
い
呼
び
名
は
イ
ー
ヴ

　
ァ
ン
ド
ｙ
ａ
乱
｡
　
　
Ｓ
.
　
５
３
０
.

（
3
9
）
戸
戸
に
よ
れ
ば
、
こ
の
村
の
正
し
い
呼
び
名
は
サ
ー
ル

　
Ｓ
ａ
ｒ
.
　
Ｓ
.
　
５
５
３
.

（
4
0
）
原
文
は
ｙ
に
ら
だ
図
但
し
、
脚
注
に
は
ぎ
ぶ
回
ヨ
の
形

　
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
脚
注
の
形
を
採
用
す
る
。
イ
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Ｉ
ン
ジ
ュ
ー
地
と
は
イ
ル
ハ
ン
の
王
領
地
の
こ
と
で
あ
る
。

（
4
1
）
　
一
一
五
ト
ゥ
ー
マ
ー
ン
の
総
額
は
諸
地
方
の
徴
税
額
二
七

　
　
ト
ゥ
ー
マ
ー
ン
五
〇
〇
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
に
前
掲
注
（
2
6
）

　
　
の
町
の
タ
ム
ガ
税
額
八
七
ト
ゥ
ー
マ
ー
ン
五
〇
〇
〇
テ
ィ
ー

　
　
ナ
ー
ル
を
足
し
て
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
も

　
　
し
原
文
通
り
、
町
の
タ
ム
ガ
税
額
が
八
七
〇
ト
ゥ
ー
マ
ー
ン

　
　
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
総
額
一
一
五
ト
ゥ
ー
マ
ー
ン
と
い
う
計

　
　
算
は
全
く
成
り
立
だ
な
い
。
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